
１．研究の背景と目的 
台湾南部における高雄市 注１）では、農耕社会から産業

社会への移行の過程で急激に人口が増加した。1980 年代

前後、伝統家屋が多く建つ旧集落地区注２）では、道路用地

のみの買収によって、都市環境整備を目的とした道路整

備事業が行われてきた（写真１）。 

 
写真 1 台湾高雄市の道路整備事業の工事現場（筆者撮影） 

本研究で対象とする高雄市後勁旧集落でも、道路整備

事業によって、伝統家屋の多くが切断され（写真２）、取

り壊され、建替えられてきた。このように変化を余儀な

くされた旧集落において、本研究は道路整備後の「家屋

の道への接し方」に着目したい。「家屋の道への接し方」

とは屋外空間に関わる家屋と道に接する部分をさす。 
 

 

写真２ 切断された伝統家屋（筆者撮影・加工） 

	 既往研究では、小山ら文１）が千里ニュータウンにおけ

る旧集落地区の市街化過程を明らかにした研究であり、

東文２）は旧集落における道路拡幅と生け垣について考察

した。狭隘道路の整備について、石井ら文３）は木造住宅密

集市街地である墨田区京島地区の道路整備に評価し、建

替えの状況を分析した。浦山ら文４）は名古屋市の狭隘道

路の整備実態を調査し、接道敷地後退の実態を報告した。

家屋の接道について、堀江文５）らはつくば市の農家の接

道条件等を分析し、類型化した。一方、台湾の旧集落に

おける道路整備事業に言及した研究では、空間構成文６）

や道路整備の影響文７）に着目しているが、道路整備手法

の類型によった家屋ごとの分析はほぼ議論されていない。 
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こで、本研究では、台湾旧集落における道路整備後

の評価として、道路整備手法と家屋の道への接し方との

関 の に けた。本 では、台湾高雄市におけ

る都市化された旧集落の 型 である後勁（ ウ ン）

旧集落を研究対象とし、道路整備後の家屋の道への接し

方の実 を しながら、接し方と道路整備手法との関

を明らかにすることを目的とする。 
 
２． 区における道路整備の と整備  
	 本 では、台湾高雄市の中から、伝統家屋が され、

年人口が増加している （ ン ）区を し、

の中で、古くからの集落空間構成が 的に されてい

る後勁旧集落（ １）を対象とした。1972 年から、後勁

旧集落における ての都市 である「 区 タ

ー ン」が実 された。 のた 、後勁旧集落におけ

る既 道路の拡幅や道路の を中 とした道路整備事

業が と実行され、2000 年 でに後勁旧集落において

都市 された道路はほぼ整備されている。 

 
１ 1 の高雄 の と後勁旧集落の  

	 研究の対象地区 （ ２）は、2005 年に された

後勁旧集落の都市 において 言された「後勁旧部

落 区」（後勁旧集落 地区）注４）の と

する。対象地区（=「後勁旧部落 区」）は、後勁

旧集落の中 部の 道路に れた地区であり、 の

が 10ha である注５）。 

 
２ 後勁旧集落における 区  

	 ３は 1970 年（道路整備前）における対象地区の家

屋 である。1970 年の後勁旧集落は、 に伝統家屋や

中 （ ）注６）（写真３）、路地（写真４）等で構成された

農 集落的な空間構成を していた。 

 
 区における 1 の ） 

	 	  
   写真  伝統家屋と   写真  伝統 の路  

	 高雄市 の への 取注７）によると、 の旧集

落地区における道路整備事業において用地の 買収が

しく、 た 家の建替えを 小 に るた 、街路

の中 からほぼ 等に拡幅を行う手法がとられた

という。ここでは、対象地区において、整備された

道路（ 道）を名 けて対象道路とする（ ４）。

の 空 地 文 ）や 空写真文 ）を しながら、「高

雄市 工 建工程 」の 道路 工に関する

類注 ）と し、対象地区における 対象道路の整備

を と た（ 1）。1980 年 から、道路が と整

備され、2000 年 で多 の道路整備事業が後勁旧集落

において実 されたことがわかる。 

 
 区における 道路の  
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1 区における道路整備の 道路  
道路整
備手法 

道路 
 

1970 年 
道路幅  

2012 年 
道路幅  さ 整備年注 ） 

 
 
 
 

A.道路 
拡幅型 

A1 4.5m 15m 305m 1980-1982 年 
A2 4.5m 15m 285m 1983 年 
A3 3.5m 12m 275m 1983 年 
A4 3 9m 12m 390m 1983 年 
A5 4 6m 8m 340m 1983 年 
A6 3.5m 8m 110m 1989-1994 年 
A7 4 5m 4 6.5m 70m 整備  
A8 4.5m 8m 270m 1984-1987 年 
A9 3.2m 4m 58m 1999 年 

 
 
 
 
 

B.宅地 
切断型 

B1 - 8m 40m 1995 年 
B2 - 8m 80m 1998 年 
B3 - 8m 55m 1989-1994 年 
B4 - 3.5 5m 32m 整備  
B5 - 6m 80m 1998 年 
B6 - 6m 20m 1999 年 
B7 - 6m 90m 1998 年 
B8 - 6m 80m 1997 年 
B9 - 6m 230m 2000 年 
B10 - 4m 74m 1999 年 
B11 - 4m 45m 1997 年 
B12 - 4m 60m 1997 年 

	 21 本   2989m  

	 対象地区の道路整備手法は、「A.道路拡幅型」と「B.宅
地切断型」の 2 類型の分類することができる（ ５）。「A.
道路拡幅型」は、 の宅地における道路の幅 を拡幅

する道路整備手法を す。一方、「B.宅地切断型」は、

の宅地において、 たな 道路を造成する道路整備

手法を す。 
A.道路拡幅型の事  B.宅地切断型の事  

    
	 	 道路 A2	 	 	   道路 A8 

   
	 	 道路 B5	 	 	 	 道路 B10 

 区における道路整備 の   

	 対象地区では、都市 で られた 道路が整備

されたのは、 21 本、 2,989m となる（ 2）。道

路の整備 については、「A.道路拡幅型」が「B.宅地切

断型」より く整備されていることも明らかになった。

なお、「B.宅地切断型」の道路は 分の本 （57%）を

ているが、 さが 886m（30%）である。「B.宅
地切断型」の道路は、 い のものが分 的に整備さ

れていることもわかった。 
 区における道路整備の 道路の  

道路整備手法 道路幅  本 （本） さ(m) に整備  

A.道路拡幅型 
15m/12m 4 本 

(19%) 
1,255 m 
(42%) 1980-1983 年 

8m/6m/4m 5 本 
(24%) 

848 m 
(28%) 1983-1987 年 

B.宅地切断型 8m/6m/4m 12 本 
(57%) 

886 m 
(30%) 1995-2000 年 

  21 本 
(100%) 

2,989 m 
(100%)  

．研究方 と の  
	 分析手 について、 、道路整備手法によって「A.
道路拡幅型」と「B .宅地切断型」を分けて、対象道路を

した。 して、家屋の道への接し方を分類し、 地

の 察調査を行い、 類型の家屋 を集 して、道路整

備手法と家屋の道への接し方との関 を分析する。 
	 本研究では、家屋の 態と道路境 の 関 によ

って、家屋の道への接し方は に 8 類（類型 a~ h）に

分類を行なった（ 3）。ここでは、家屋と道路との間に、

中間 （ 空間）の や によった分類方法で

ある。さらに、 の 空間が道路（ ）に対して、

垣の （ や ）によって分類する。 
 家屋の道への接し方の  
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	 「類型 f」と「類型 g」、「類型 h」は家屋の建替えが行

われてなく、伝統的空間の接し方と考えられる。 
	 調査の について、台湾高雄市後勁旧集落を対象地

区として、地 や地 と らし わしながら、2013
年 2 月 3 2 月 4 およ 2014 年 2 月 12 2 月

15 に 地の 察調査を行なって、 対象道路における

家屋の道への接し方を した。なお、 察調査の

のた 、 ー ー ュー（Google Street 
View、 ：2014 年 4 月 19 ）を した。 
 

．家屋の道への接し方の実情と類型の分布 
	 対象地区における家屋は、道路整備と い、伝統家屋

を 代家屋の 住宅（ ）注１ ）に多く建替え

られており（写真５）、 のような「 （ ）」

という空間が されている ー が られた。台湾の

は、 の条 によって、建 の 等の

がある一方、 的 空間であるにもかかわら 、

の 行（ 行）空間として す きであると

されている。 

 
写真  「 」 の （筆者撮影） 

	 ここでは、対象地区における家屋の道への接し方注１１）

の 注１２）（ 4）と分 （ ６）を と た。 
	 対象地区における対象道路の さ 2989m  の中

で、637 を取り た。 の中では、「d. 型」

が 367 （58%）を 、 も多い。「a.道路 型」

は 145 （23%）を 、 目に多い。「e. 後

退型」は 1 しか 察されなかった。 
	 家屋の密 について、 21 100m があり、

道路整備手法によって、 道家屋の密 が うことがわ

かる。 えば、密 が高い（25 100m ）の

は、道路 A1、A3、A5、A7、A8、B3 であり、道路 B3
外の道路整備手法は「A.道路拡幅型」であり、大きか

った敷地の 分化が行われやすく、建替えが 。一

方、密 が い（10 100m ）のは、道路 B1、
B4、B5、B6、B7、B8、B10、B11 であり、す ての道

路整備手法は「B.宅地切断型」によって整備された道路

であり、道路に しても建替えが行いにくく、都市

の 外の ったと考えられる。 
 家屋の道への接し方の  

 

 
 家屋の道への接し方の の分  
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．道路整備 との の  

	 家屋の道への接し方と道路整備手法との関 を分析す

るた に、道路整備手法によって、家屋の道への接し方

の家屋 を と た（ ５）。 
 道路整備 と家屋の道への接し方の家屋  

	 道路整備手法の「A.道路拡幅型」に っている家屋は、

道路整備と い、多 が建替えられ、家屋の道への接し

方の「d. 型」が も多い。 の伝統家屋（ 院等）

と 代家屋の は大きく なる住宅 である

が、伝統家屋の屋外空間（中 や の ）は、 代家屋

の 空間（ ）において け がれている（写

真６）。一部の「d. 型」では、 ターの増 の

状況も 察された。 

 
写真  「  」の家屋（筆者撮影） 

	 なお、道路拡幅のた 、余儀なく 築された家屋も多

く、「a. 道路 型」は 目に多い。「A.道路拡幅型」

に っている家屋は、道路整備と い、多くが 築や建

替えられ、一部の建 が されて、居住環境の変化

に してきたと考えられる。 
	 れに対して、道路整備手法の「B.宅地切断型」に

っている家屋は「a. 道路 型」や「b.垣 り 後退

型」、「d. 型」な があり、より多 的な類型が

しているが、「a. 道路 型」は も多く、切断の

の家屋が 察された（写真７）。 

 
写真  切断の の家屋（筆者撮影） 

．  
	 本 では、台湾高雄市の後勁旧集落を対象として、家

屋の道への接し方は に 類に分類され、道路整備後

の家屋の道への接し方の実 を明らかにした。対象地区

において、 類型の家屋の道への接し方の と分

を と た。 の中では、「d. 型」が も多く、「a.道
路 型」は 目に多いことがわかった。 
	 して、道路整備手法と家屋の道への接し方との関

を考察した。道路整備手法によって、「A.道路拡幅型」に

よって整備された 道家屋の密 が高くて、「B.宅地切断

型」によって整備された 道家屋の密 が くて、 道

家屋の密 が うことがわかる。 
	 「A.道路拡幅型」に っている家屋は「d. 型」が

も多い。「A.道路拡幅型」に っている家屋は 築や建

替えによって、居住環境の変化に 構築 してき

たと考えられる。 れに対して、「B.宅地切断型」に っ

ている家屋は「a. 道路 型」は も多く、道路整備事

業からより 的な影響を け れたと考えられる。 

	 本研究が られた について、研究対象の に

り、道路整備手法の「A.道路拡幅型」によった家屋は道

路との 空間を っている がより高く、居住環境

の 構築がより う。一方、「B.宅地切断型」によ

った家屋は、道路に する がより高く、 の旧

集落が った 空間が ない。 の居住環境の

の状況にならないように、 後 接道や狭隘道路に接

する家屋の多い旧集落地 に対して、宅地切断型の

道路は に す き う。 
	 本研究が取り た道路整備手法と家屋の道へ接し方

との関 は、 の旧集落に ては ることではないか、

後 の 用 を するた に、 研究手法を っ

て、 の道路整備後の旧集落に対する としたいと考

えている。 
 
注	

注１ 台湾南部の中で、1 目に大きな都市であり、2 1 年の高雄市（

区）の人口は 2 人である。	

注２ 台湾の都市部における既 の旧集落地区を す。「旧部落地区」と

もいう。台湾では「 落」と するが、ここでは「旧集落」と す

る。	

注３ 千分一台湾地 （1 2 年代）により 成。（ ：大

本 地 部： 千分一台 地 ,	 社,	1 ）	

注４  2 年に された後勁旧集落の都市 の 名 は、「変

区（後勁旧集落） 部 （ ） 」である。

の都市 の中で、 （ 	 	 ）

道路整

備手法	

家屋の道への接し方による家屋 （ ）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	

道路

拡幅型	

11 	 1 	 1 	 	 1	 	 1 	 1 	 2 	

22 	 	 	 	 	 1 	 	 	 1 	

宅地

切断型	

1	 2 	 	 2 	 	 	 	 	 112	

2 	 22 	 	 2 	 	 	 	 	 1 	

	 1 	 2	 2 	 	 1	 	 2 	 22	 	
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の構 で、「後勁旧部落 区」（後勁旧集落 地区）という

「都市 地区」（都市 地区にあたる）が 言された。しかし、

な がなかった。	

注５ 対象地区（ 「後勁旧部落 区」、 21の「 」）は、「

田里」と「 里」という つの「里」（ 2 の「 」がある）に

れている。 事 （ 区の 部 ）によって、「里」

での人口統 しか取れなかったので、 つの「里」の人口統

から されて、対象地区における人口 は , 人

1, 2 2, 2 人 21 2 で、 は 1,1

21 2 である。	

注６ 中 （ ）とは台湾の伝統家屋の大家 の集 りや農 業（

を す等）、 方や の み等た の 空間であり、 に 用さ

れる である。	

注７ 台湾高雄市 （高雄市 ）の都市 の への 取調査

（2 1 年 月 1 ）による。	

注 2 1 年 月に道路の実 部 である高雄市 工 の から

された 類である。（高雄市 工 建工程 ：都市 道路の

工 類,	1 2 1 ）	

注 1 年 前には、後勁の 地住 への 取調査、台湾農 空

の 空写真 1 年 1 2 年 1 年 2 2 年 およ 高雄市都市

空 地 1 年 1 年 2 年 、地 等によって

された 間である。1 年 後には、高雄市 工 建工程 の

への 取調査（2 1 年 月）およ 道路の 工 類によって た

間である。	

注１ とは をもつ 屋 の 集 住宅（ 住宅、

ウ ）をさす。	

注１１ ここでの家屋の道への接し方は、 れ れの型の「拡 型（後

け）」を ている。 えば、 き は ター増 も て し

た。道路 1, 2, , は 道 の家屋も した。なお、家屋として

断しにくいものは対象外とした。	

注１２ 代家屋である住宅 の 住宅や 一 住宅、

の 住宅は で した。伝統家屋である住宅 は の

があり、 を しにくいので、ここでは、 で した。なお、

の は 察調査の であり、多 の がある。	
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